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勉強する科目に優先順位をつけよう。
先月号で動機づけの大切さを書きましたが、日常や定期テスト前の勉強に対する取り組みを見ていると、勉強にはほかにもいくつか留意すべきことがあるのではと思わざるをえません。
その一つは、どの科目をどのような順番で勉強するかという取り組み方です。

いつも同じ科目、それも得意科目ばかり優先して勉強する人がいます。これは勉強の仕方としてはあまり感心できません。苦手科目こそ絶対に最優先で取り組む必要があるからです。
苦手科目は思うように勉強が進まないが、得意科目の勉強ならはかどるという人がいます。
しかし、これでは苦手科目がいつまでたっても克服できません。
それどころか、その科目の学習範囲が広がれば広がったぶん、苦手とする範囲が増えていきますます泥沼化していってしまいます。
入学試験で大切なことは、どの科目もバランスよく得点できるかということです。1科目でも悪い点数を取ってしまうと、それが致命傷になることは、しばしば起きていることです。
得意科目を作ることはもちろん入試などでは有利に働きますが、苦手科目があるということは、そのプラス面を打ち消してしまうほどマイナス面での作用が大きいといわざるをえません。
苦手科目を克服するにはどうすべきか、難しい課題と思いますが、勉強する科目に優先順位をつけることが一つの解決策ではと思います。
苦手科目を優先順位の最上位に位置づけることです。
前から苦手だから勉強してもできるようになるわけがない、勉強するだけ時間の無駄だから得意科目にかけると逃げていては、いつまで経ってもらちがあきません。
苦手となった原因をよく考えてみることです。その多くは、初めの取り組みです。
出発点でどこに問題があったのか、生徒の取り組みを見ていて一番多く考えられるケースはきっちり読んで、とことん考えよう、覚えようとしなかったことにあると思えます。
一度目を通しただけで難しそうだ、面倒くさそうだと勝手に決めつけ、そこから逃げてしまう、面倒くさがりが要因となっていることがよくあります。
難しそうだと思えても、しばらく時間を置いてからもう一度じっくり取り組みなおしてみれば、なんだこんなことだったのかと思えることがよくあります。
出発点に戻ってやり直さなければならない学習内容もありますが、今習っているところからしっかり取り組み、根気強く食らいついていけば取り返し可能な学習内容も少なくありません。
要は、自分勝手に苦手科目にしてしまい、逃げてばかりいないことです。
根気強くやれば、苦手を克服できるばかりか、得意科目に変えることさえ可能です。
ただ一つ留意すべき点は、苦手科目に極端に偏りすぎないことです。
苦手科目を最優先にすると同時に一つの科目に集中せず他の科目もまんべんなくやり進めることです。これまで多くの受験生を見てきましたが、苦手科目を最優先にしながらもバランスよく他の科目の勉強にも取り組めた人は、必ずと言っていいほど自分の志望する学校に合格を果たしております。偏りのない総合力の育成を目指して努力してください。
